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1. AB < BC, AC < BCなる
えい
鋭角三角形ABCがあり, その外接円を Γとする. 点B, Cを中

心としAを通る円をそれぞれ Γ1, Γ2とする. Γ1と Γ2, Γ1と Γ, Γ2と Γの交点のうちAでない
方をそれぞれD, E, F とするとき, 三角形ABCと三角形DEF は相

じ
似であることを示せ.

ただし, XY で線分XY の長さを表すものとする.

2. 黒板に 2023個の
あい
相異なる正の実数が書かれている. この中から相異なる 2数 x, yを選んで

xy

(x+ y)2
と表せる数はちょうど k種類であった. このとき, kとしてありうる最小の

あたい
値を求

めよ.

3. nを正の整数とする. まず, Aさんが n× nのマス目の各マスに 1以上 n2以下の相異なる整
数を 1つずつ書き

こ
込む. 次に, Bさんがどの 2マスも辺を共有して

とな
隣りあわないようないくつ

かのマスを選び, それらのマスに書かれている整数の総和を得点とする. Aさんの書き込み方
によらず, Bさんが得点をつねにM 以上にできるような整数M としてありうる最大の値を求
めよ.

4. 正の有理数の組 (a, b, c)であって,

a+
c

b
, b+

a

c
, c+

b

a

がすべて整数になるようなものをすべて求めよ.

5. 三角形ABCにおいて, その外接円を Γとし, 辺ACの中点をM とする. M を通るある直線
が直線BC, ABとそれぞれ点 P , Qで交わっている. ただし, 3点 P , B, Cはこの順に並んで
おり, P とBは相異なる. 線分 PQの中点をN とすると, 直線AN と ΓがA, N と異なる点R

で交わった. このとき, 三角形 PRN の外接円は直線BCに接することを示せ.

以上
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